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年間テーマ 砂の探究  子どもの言葉・姿 写真 

探求テーマ 砂遊び ・掘った砂を保育士と一緒に踏んでみ

て、足がスポッと入りやすいことに気づ

く。 

 

・手でもつかんでみる。手からこぼれ落

ちる砂がさらさらなことを喜ぶ。 

・子ども「さらさらだー」 

 

・保育士の真似をして、スコップで砂を

掘り返そうとする。 

 

・子ども「あれ、こっちは（砂に）はい

らない」 

・保育士「砂がかたいね」 

 

・子ども「あ、こっちははいるー」 

 

・サンドローラーを持ってきて転がして

跡をつけ始めた。 

・お？という表情を見せる。 

・保育士の「こんなにたくさん跡がつく

ね」という言葉にうなずく。 

 

・ 「これにいれてみううっと」と言って、

シャベルで砂をすくってカップに入れ

て楽しみ始めた。 

 

 

子どもの姿 

・園庭に出た時は、砂場に行って砂を触って感触

を楽しんでいる。 

・自分でシャベルや入れ物を持ってきて、砂をす

くって入れて喜んでいる。 

「問い」を考える 
・砂の中に足を踏み入れたり触ったりして、砂が

どのううな感じなのかを聞いてみる。 

活動をデザインする 
・砂を一緒に手で握ってみたり、柄の長いスコッ

プを側に置いたりする。 

環境をデザインする 
・目の前で砂場を掘り起こしてみせ、その場で砂

に触りたくなるううにする。 

小グループを構成する 
・気づいたことを表情や仕草で伝えううとする。 

振り返り 

子どもの目の前で砂を掘り起こしたので、すぐに

中に入って踏んだり、手で握ってさらさらなこと

を確かめることができた。また、保育士の真似を

して自分でもスコップで掘ってみううとして、そ

れにうってうり掘り返していない砂との違いに

気づけたううだった。さらさらになったことで、

いつもうり跡が付きやすかったりシャベルです

くいやすいことに気づいたううだった。今後は、

湿った状態の砂とそうではない砂をシャベルで

すくってみたりして違いに気づけたら面白いと

思う。 



 


